
令和 7年度 第 6回庄内町振興審議会【会議録】 

 

日 時令和 7年 12月 18 日(木)18：30～20：45 

場 所庄内町役場 B棟 2F入札室 

 

出席者 門松秀樹会長、佐藤道子職務代理、梅木 均委員、秋葉正一委員、大滝敬一委員、 

川井利光委員、渡部菜穂子委員、齋藤吉昭委員 

（事務局）樋渡企画情報課長、我妻企画情報課長補佐、加藤主査 

欠席者 斎藤克行委員、中野智委員、渡部幸雄委員、阿良直美委員 

 

１ 開 会 18：30 樋渡企画情報課長（進行） 

 

２ 会長あいさつ 

皆様、年の瀬が迫ってまいりまして、お忙しい中お集まりいただき、誠にありがとうござ

います。本日は主に、庄内町のまちひとしごと創生総合戦略について、5年後に向けての庄

内町としての戦略を中心にご議論いただき、第 2次総合計画後期計画についてのご意見、ご

質問等についても協議する。 

 

3 報告事項等 

本日の日程と資料の確認 

    

4 協 議 

(1) 第３期庄内町まち・ひと・しごと創生総合戦略について【諮問第 7号】  

  【資料 1】第 3期庄内町まち・ひと・しごと創生総合戦略計画素案 

  資料概要説明 

基本目標 1から順に意見をもらう。 

【委員】施策 2の広域連携について、鶴岡市で新規就農者教育機関があるが、庄内町として

の新規就農者に対しての考えは 

【事務局】令和 6年度に庄内南部新規就農者研修協議会（鶴岡・三川・庄内）を設立してお

り、若手就農者の教育・育成に取り組んでいる 

【委員】KPI の数値について、単年度数か期間内累計なのかわかりづらい。 

   一つの施策にそれぞれ補助金があるのか、また、一人が複数の補助金を受け取ること

は可能なのか 

【事務局】補助金については、複数の施策にまたがっての申請が可能かは把握していないが、

同じ経費に補助金の重複はしないような制度設計になっている。 

【委員】施策 8（子育て支援）町独自の認定制度の内容 



【事務局】町独自はない。現在あるのはえるぼし・くるみん（国）、スマイル企業（県） 

【委員】P10 農家の数で一番多い中間～高年齢者の農家支援があってもいいのではないか。 

   農林課からも今後の農業について、アンケートが出されているので、それによって施

策も出てくるのではと考えている。それにあったような施策があればいいのかなと

思う 

【委員】国から地域計画を作るように言われ、計画を作ってそれに向かっていくことになる

が。地域計画が絵にかいた餅にならないよう。農林課としても米農家を続けるのかや

めるのかも含めた考えを十分に吸い上げる必要がある。地域計画に則るとはいえ、町

の方も精査する必要がある。大規模農家と小規模農家によっても違う。実態の把握を

して、進めるべきではないか。そのうえで、既存の農家をどうするかを考えていただ

きたい。 

 

基本目標 2について 

【委員】婚活支援について、支援対象の年齢はどこまで考えているか。若い人だけか。高年

齢も対象にするか 

【委員】山形県は年齢上限なし。鶴岡や酒田は 45歳までとしている。庄内町の人は、鶴岡、

酒田両方に登録可。45 歳以上の方であれば県のサポートセンターに登録できる。登

録人数について、R7 年庄内町は 3人（継続）ではないか。R6 年で 17人というのは間

違いないか。婚姻数は、令和 6年はハッピーサポートを関係なく庄内町で結婚した数

ということか。 

【事務局】R7年の登録者数は 13 人と県から報告をもらっている。 

【委員】施策 10 結婚しても酒田などに定住するという話をよく聞く。子育てがしやすい

（通勤状況など）。定住の施策をもう少し充実してほしいと感じる。 

【委員】補助金はあるが、ＰＲが足りない。広報活動を積極的にするなどと記載する必要が

あるのでは。 

【事務局】引っ越し・家賃等の費用補助であり、補助金は両親と同居は対象とならない。 

補助金については、PRに努める。 

【委員】大家さんに住所変更するように言われることが多くなったため。 

【委員】庄内町にとどまるようにする支援が必要。 

【委員】移住で入ってくるための支援はあるが、とどまる人に対する支援がない。 

【委員】子育てのしやすさから、酒田などに転出する。 

【委員】出産に対する支援が、以前はよかったイメージだが、三川が充実している感じがす 

る。 

【委員】施策 13 国が補助を出して給食費を無償にするとの報道がある。施策との整合性 

を図ること。 

【委員】給食費の無償化の話は、前から出ている。県内でも無償化している自治体もあるが、



今のうちに無償化ということをはっきり打ち出した方が子育て支援として、よいので

はないか。 

【委員】給食は、幼稚園は入らないか。幼稚園も無償化してほしい。 

【委員】子供が小さいときが薄給なのに一番お金がかかる。子育てが大変であったと感じた。 

【会長】国の政策との整合性、保育園、幼稚園の給食の無償化をどう考えるか整理が必要。 

【委員】施策 18 最上川流域とあるが、京田川が忘れられがち。最上川が氾濫するなら京

田川は溢れる。京田川流域についても加えていただきたい。ライフジャケットは消防団

全員に配布する予定なのか。 

【委員】ライフジャケットだけで防災力を検証することはできないのではないか。 

【委員】防災士の数、資格取得経費の支援等をＫＰＩにしてはいかがか。 

【委員】以前から町長も防災士の増員（各自治会 1人）をと言っている。115 を目標にして 

はいかがか。 

【事務局】総合計画には防災士の目標値は載せている。 

【委員】施策１７避難者支援システムは導入されているか。広域避難所に集まった時、町職

員は 4～5名配置されるが、ＰＣをもって運用することは難しいのではないか。避難所

職員が被災者になるかもしれないが、避難所運営はうまくいくのか。 

【事務局】年度初めに避難所施設の職員と町職員の顔合わせをしている。指定管理者、学校

の教頭先生にも協力いただく体制を組んでいる。 

 

基本目標 3について 

【委員】Ｐ26 国の総合戦略が上下同じ内容。施策 21 について、図書館のカードの登録者数

も入れてはどうか。来館者数だけでは、同じ人が何度もカウントされてしまう。 

【委員】P21 施策 23 映画ロケ地があることに驚いた。基準値が 7の内訳は、誘致は実現可 

能なのか。 

【事務局】これまでのロケ数累計として 7となっている。 

【会長】もとのコンテンツが魅力的でなければ、聖地巡礼にはつながらないが、庄内町が撮

影に適しているという意味合いかと考えられる。 

【委員】清川八郎関連のことも載せてはどうか。 

【事務局】大河ドラマの誘致協議会は、社会教育課が所管している。 

【委員】観光協会との連携や商工観光課との協力する形で行ってみてはどうか。 

【委員】八郎記念館が冬季休業は、観光プロモーション的には、マイナスと思われる。清川 

まちセンなどで、ご案内できないか。 

【事務局】亀の尾資料館で特設展示しているので、冬期間はそちらをご案内している。 

【委員】記念館の老朽化や狭さが残念に感じる。北月山荘までのロケーションも最高に思う。 

【会長】清川八郎記念館の資料は貴重なので、保管などがしっかりできるようにしてほし 

い。 



基本目標 4について 

【委員】P25 施策 30 時刻表を見ても複雑で難しい。 

【事務局】地域公共交通計画策定中で見直す予定。日本海病院への定期定時バスは利用率が

高いが循環路線は利用者が少なすぎる。デマンドにした方がよいのではと考えてい

る。アプリから予約してもらう。 

【委員】高齢者はスマホで予約できないのではないか。 

【事務局】家族の代理予約や電話予約も可能とする予定。 

【委員】観光というのであれば、空港からの二次交通の整備もしっかりしてほしい。観光資

源としてやるのならば、やるかやらないかをはっきりとした方がいい。 

【委員】コンパクトにした感じに 

【事務局】コンパクトにしすぎると、庄総生が乗れなくなる。試行錯誤しながら検討する。 

 

(2) 第 2次庄内町総合計画後期基本計画概要と進捗状況及び 

 第 2期庄内町まち・ひと・しごと創生事業の効果・検証について【諮問第 6号】 

【資料 2】諮問事項に対するご意見・確認事項 

【資料 3】第 3次庄内町総合計画・第 2期庄内町総合戦略に係る質問事項への回答一覧. 

【資料 4】答申書（案） 

 

【会長】項目が多いので事務局案を確認して、重要度の高いものを答申としてまとめる必要

がある。 

次回に議論する。 

 

5 その他（進行：課長） 

今後のスケジュールについて 

◎ 日程確認 

〇 委員意見書の提出  1 月 9 日（金）まで  

〇 全体会        1 月 22 日（木）午後 6時 30分～ 

             【内容】意見のまとめ及び答申内容について 

〇 答 申       1 月 29 日（木） 

 

 

6 閉 会  20：45 樋渡企画情報課長（進行） 

 


